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　はつらつと研究できるシステムの構築を
　近年日本の科学研究費の総額が非常に大きな伸びを示すようになり，研究費を取りまく情勢
の変化はめまぐるしい．まずはさまざまな不安と不満が渦巻く現状を冷静にみる作業が必要で
ある．そのうえで，よりよいシステムに向けた議論を提起したい．
　第一は，重点配分についてである．大学の経費では従来の経常経費は削減され，研究費には
常に“プロジェクト性”が要求されるようになった．研究費の申請は，急に提示されて数日で仕
上げねばならない．どこの大学でも最近は，予算額に応じてさまざまな雛形を用意しておいて
対応している．よほど注意深くないと，末端の研究者は，その目的や全体の中での位置づけも
わからぬまま，始終変わっていくむずかしいキーワードをならべた研究費目に振り回される．
プロジェクト研究は時流の研究に有利であり，そのような分野に研究者も集中する．しかし，
科学の歴史を考えれば，むしろ流行でないことにこそ重要な課題があるはずである．着実な研
究分野やこれから展開する小さな研究の芽を伸ばすようなシステムがぜひとも必要である．
　第二は，研究費の大型化である．従来は考えられなかった1億円以上の高額の研究費が配分さ
れている．しかし，こと生物系に関していえば，毎年そのような額の研究費が必要な研究室は
それほど多数あるわけではない．われわれの感覚では，もっと少額でも長期間安定してもらえ
る方がはるかにありがたい．ときには，さほど必要もない大型設備を購入することになり，そ
のための煩磋な事務と維持費のない中での管理に労力を費やすことになる．狭隘な現在の大学
では，大型設備の導入は，ときに研究条件の悪化を招くことすらある．生化学機器メーカーの
経営者の友人によれば，日本の科学機器の稼働率は，世界に比して決して高くはないという．
海外の著名なラボに留学して感じるのは，古い機器が使われていながら，新しい成果が生みだ
されていることだ．研究に必須な機器すらない研究機関があることは承知の上で極論すれば，
いまや設備備品は日本の研究のネックにはなっていない．自由な発想を重視し，創意を大切に
する研究環境こそが最も重要である．大型予算の投資効果が，近い将来問題になるであろう．
公正な研究費の配分と適切な評価制度の確立も重大な問題点である．
　第三は，かねてから研究者から要望が強かったポスドク採用のための研究費がつくられたこ
とである．これは多大な影響があるに違いないが，ポスドク制度自身まだ混乱していて，将来
がまったくわからない．文部省と他省庁で雇用の条件がひどく違う．なぜ同じ経歴で同様な研
究に携わる若い研究者の待遇が，年額で300万～800万円まで違うのか理解できない．研究室の
ポスドクの待遇の相違に苦慮している教授の話も耳にする．省庁間の研究費の一本化が切に望
まれるが，ポスドクに関してはただちに一本化をはかるべきであろう．研究室の雑用と実習や
院生の指導に追われ，任期制が導入されそうな助手よりもはるかに給料のよいポスドクなど，
研究者のシステムとして整合性を欠いている．増大しつつあるポスドクの将来については，科
学的な分析がなされ，ビジョンが提示されるべきである．研究者が，はつらつと研究できるシ
ステム構築のために努力をすべきときではないだろうか．

大隅良典(基礎生物学研究所)　
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̐ʇ̣̽̂

»ðâʼˤ�Ś
• ÌƊ̮̣̋»ðâEȜ74�·�Ş�10	�·
ʢ̮̩̣̍̑̋»ð�ǧĖ3�·�ş̐ļŎ
̪̩̭̑̋̋»ðªq)�̐Ǟǜ

• ǣ²ǧÊɅ̰EȜ4�·Ş�1�

• Ş˲·Şk"·ÎG"̯ã̭̫̓̾3�̯
Ş�·˸ÌÿǭÈ·ʢ̮̣̍̑3ʎɅ̯́,
�̾̐·è̶̯ʾˤ͇ōƌ

• ̄ȓÌ;͢ͽ͙΄̅΅ŠȓȁŊÁΆ̐�̣͆̈́

• ̛̛̏·»ðâ�ŚƎɻÄ�$̰·ÌƊ�Ś
Ǝɻ͇ŠȓȁÔȂŞÄ̐ŃáǼɮ̂ʽ
ŧ̐ˡ̣̽�ÒʆǓ͇�̗̹̝͂



2016ÿ��ªɦXƫ
}��ˀlɺ̮Ɏ̓ʵȕ

• ̭̠ɦX̐ƨ̣̯̽́̈́̏

• ʽŧ̮́̀̓ʄƉ

• øŞÄ̮̀̓ʄƉ΅�ĕÜĢ�GΆ

• ŠˀȓÌȁÔȂŞÄŃáǼɮ̮̀̓»
ðâÌƊ�ŚƎɻÄ�$̮̀̓ʄƉ΅¿ŝΆ
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本日緊急開催 
「佐々木奏太さん（大川小教員遺族）と語りあう会」 
「大川小津波被災裁判の判決を読み解く会」 

東日本大震災の津波被災によって，学校
にいた児童74名，教員10 名，迎えにき
ていた大川中生徒3名，地区住人らが石
巻市立大川小学校で命を失いました。現
場生存者は児童4名，教員1名でした。
児童23人の遺族による国家賠償請求訴訟
で，仙台地裁（高宮健二裁判長）は10月
26日，石巻市と宮城県に約14億円の支払
いを命じました。被告の控訴発表を受け
て原告も控訴する方針を示しています。

いま，津波被災の原因はどこまで検証さ
れたのか，学校行政，防災教育にどのような教訓を得られるのか，現地調査，検証委員会傍聴を
重ねてきた話題提供者が，参加者とともに判決を検討します。 
ご縁により来県されることとなりました，宮城県からの特別ゲストにもご発言いただきます。

日時：2016年11月18日（金）  
　第1部 15時から16時15分  
　第2部 16時半から18時
会場：富山大学五福キャンパス 
　中央図書館2階プレゼンテー  
　ションゾーン
参加費無料（学内外どなたでも 
　参加できます）

第1部として，大川小教員遺族
で宮城教育大学在学中の「佐々
木奏太さんと語りあう会」を開催します（上写真はNHKニュース映像から）。 
 
第1部、第2部の片方または両方の参加を歓迎いたします。 
飛び入りも大歓迎ですが，資料用意のため参加連絡いただけましたら幸いです。 

進行・第2部話題提供者：林 衛（富山大学人間発達科学部） 

主催：富山大学人間発達科学部林衛研究室   協力：小さな命の意味を考える会
070-5580-7787／076−445−6375（研究室）  http://311chiisanainochi.org/
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東北地方太平洋沖地震について近地地震波形を
使用して断層面上のすべり量分布を推定した．解
析には気象庁の震度観測点及び（独）防災科学技
術研究所が展開する強震観測網（以下，#$%&'，
#()*+,(-./01223），基盤強震観測網（以下，#(#$
)4-，5*(0!"#$%6/0!777）の観測点の強震波形を用いた．
この地震は破壊域が南北に約 8779:と広いので，
解析には東日本に展開されている観測点の中から
破壊域を取り囲むように選んだ．東北地方に展開
している気象庁の加速度計データは地震の直後に
生じたテレメターシステムの障害のため，記録が
途切れていたので本解析では用いていない．最終
的に解析に用いたのは気象庁震度観測点の 3点，
#$%&'の !点，#(#$)4-の 1;点（地下に埋設し
た点）の計 !;点である（第 16<68図）．加速度計
の記録を 1回積分して速度記録に変換し，周期 "
～ 177秒（周波数 7671～ 7618=>）のバンドパス
フィルターをかけ，768=>（!秒）間隔にリサン
プリングを行った．データは ?波の到着の前 17
秒間を含む !87秒を解析に用いた．
すべり量分布を推定する際，発震機構解として

@A(B90CD*E.D0FG'解のベストダブルカップルを使
用し，太平洋プレートの形状を考慮して西傾斜の
節面を解析に使用する断層面とした（走向 !71°，
傾斜 2°，すべり角 38°）．また，断層面の大き
さは，余震分布の広がりを基に走向方向 <"89:，
傾斜方向 1"89:の矩形断層とし，断層面全体を
12×"個の小断層に分割した（第 16<68図参照）．
また，各小断層の大きさは，走向方向 !89:，傾
斜方向 !89:とした．破壊の開始点は気象庁の決
定した震源の位置（北緯 ;3617°，東経 1<!63H°，
深さ !;6"9:）を用いた．0
各小断層の CI44)関数は波数積分法（J*AB,*)/0

1231）により，反射・透過行列（#4))4--0.)K0
#4IIL/012"2）を用いて計算した．非弾性減衰は複
素数の速度を用いる（武尾，1238）ことで考慮した．
波形計算の際に仮定した地震波速度などの構造は
MA0!"#$%60（!773）の論文を参考にし第 16<6!表のよ
うな水平成層構造を与え計算に使用した．各小断

第 16<68図　近地強震記録を使った震源過程解析結果
（.）モーメントレート関数．（E）断層面上のすべり
分布．星印は震源（破壊開始点）の位置，丸印は本震
発生後 1日以内に起きたG8以上の余震．×印は仮定
した小断層の中心位置，三角は解析に使用した観測点
を示す．すべり量のコンターは <:ごとである．水色
の長方形は津波波形記録より求めた海底が大きく隆起
した領域（=.L.+,(0!"#$%6/0!711）．

層のモーメントレート関数は底辺 3秒で <秒ずつ
ずらした計 !7個の三角形の基底関数で表される
と仮定した．つまり，各々の小断層における破壊
の継続時間は最大 3<秒となる．
以上の断層パラメータを設定のうえ，各小断層

でのすべり量を，吉田（!778）と同様に :AD-(ND40

＊　気象研究所　吉田0康宏（現　文部科学省）
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場所が多い．これは第 !と第 #段階の波（$波）
がほぼ同時に到着したためである．
また第 %&'&(図には青木ほか（!)%%）が短周期（'

～ *+,-）速度 ./$エンベロープを使った震動源
探索手法（$$0法）から求めた短周期波を強く
励起した場所も示してある．これにより大きな破
壊の端で短周期が励起されていることがわかる．
この特徴は遠地記録のアレイ解析から求められ
た結果とも調和的である（例えば 123445+!)%%）．ま
た，平成 6年（%""'年）三陸はるか沖地震（/(&6）
においても同様の現象が解析より求められている
（$789+!"#$%&5+%""6）．
第 %&'&*図に第 %&'&6図の観測点について，第 %

段階（破壊の開始から )～ #:秒），第 !段階（破
壊開始から #:～ *)秒），最終段階（破壊開始か
ら *)秒以後）における破壊が波形のどの部分に
寄与しているかを示した．これからも北（岩手県
や宮城県）の各観測点における !つのピークは
各々第 %と第 !段階に相当し，南（茨城県や千葉
県）の観測点では第 !と第 #段階の波が同時に到
着しているため，%つのピークになっていること
がわかる．
近地強震記録を用いた震源過程解析は他にも

第 %&'&(図　%)秒ごとの破壊のスナップショット
各々 %)秒間のモーメント解放量を示す．コンター

の間隔は :×%)!)+;<．菱形は青木ほか（!)%%）で求め
た短周期を大きく励起した場所を示す．

第 %&'&*図　各段階の破壊で励起された波形の比較
青，赤，緑が第 %，!，#段階に相当する．各観測点
の速度波形のスケールは右端に <=2単位で示している．

$>->?4+!"#$%&+（!)%%），@&A9234B7+!"#$%&+（!)%%）など
がある．これらのすべり量分布と比較すると細か
い違いはあるが，断層面の東端，日本海溝に近い
領域で大きなすべりが起きている点で一致してい
る．以上の結果は津波を大きく励起した領域が海
溝沿いにあることと調和的である．前述の遠地実
体波を用いた解析よりも顕著に見えている．近地
解析は遠地解析に比べて空間解像度が高いと考え
られるので，実際に海溝軸に近い領域に大きなす
べりが集中していたのであろう．ただ，解析に用
いることのできる観測点が北海道の一部を除き断
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http://hdl.handle.net/10110/14687

ƃŨƀ»ª˧}Ƕ˧ǒ̯Şɶ―Ġʓ}Ƕ˵�ÙèȂ̯ß
Ƃ̮�̩̕·˽ˀðĵǟªȋȘĴȋȘȩɫ΅2013Ά
http://hdl.handle.net/10110/11420

ƃŨƀ»˧ǒ}Ƕ˧ǒ̪Ŭ̮̭̦̣́̏ȓÌ;͢ͽ͙΄̯ċ
Ǔ—̺̞̰̄ȓÌɅ̯ȓÌˣ̈́̅Cż̏́·Ùè»Ì�ːǶ
ʷȓÌˀȩɫ΅2012Ά http://hdl.handle.net/10110/11058

Βøƥȋʬ4Γ˦Èǚ

(ȶ˅ɥŵ�˴̰̭̠ǃ�̐ȳ̯̓̏―Ěɏ͇̙̺̣̖̓ř
Ą̯ŘÞȶÎGʆ΅2012Άhttp://archives.shiminkagaku.org/archives/2012/03/post-286.html

ŘÞȶŞɈ;͢ͽ͙΄̰̗̪̯̈́̀̋̏―JŻ̷̝̑}Ǔ̮
ț̥ʤ̌ͅ΅2011Άhttp://archives.shiminkagaku.org/archives/csijnewsletter_010_hayashi.pdf

2011ÿ!˕·STSÌ$·ǥȓŞɈÌ$̭̬̯Ƕɤ̞̾̊͂̂̋
̈́̾Ǖš͌͟΄ͥ�Ɋ



ªǤĩŮȓÌʯ�»$̪̯ˑʯǶɤ
Ùè»ÌÌɢĨ±;ͳ͚ͤ;΅ https://toyama.repo.nii.ac.jpΆ̮̩ʔšHˏ
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• »ðâ̯ʽŧ̰́·ɍ̣̥́̊̐͂�Ò̯�
ˡ·SƄ͇ʰ̩̣̽̑̐·̡̯įƆ̯ȓÌ͖
͵ͻ͕ͧ΄͙ͼ̰·˓ǒÝˎÖ̿ŠˀȓÌ
ȁ·ÔȂɡř·ɦX̯µ̮̦̩̀˔̺̣̈́
̺̺·Jʬ̯ɿ͇̣̟̩̰̭͂̾́̋̋̂

• ȓÌ̮̀̓΅ȓÌ̯�͇9̣͂ΑΆ�ƕ1Õ
͇̣̝͖̾́͵ͻ͕ͧ΄͙ͼΔŠo̰·Ȳȳ̛
̩̋̓̂HŞɈ̰Ɲƛ̮̭̦̩̭̽̋̋̂

• Ũƀ͍͖͗͋͛͵ͻ͕ͧ΄͙ͼw$̰·Ý
ˎȯȼ̛̫̩̗̯�Į͇̬̌�̫̽̓̕Α


